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【緒言】環動ゲルとは、８の字型の架橋点を有するゲルである。この８の字型架橋点によって架

橋点が自由に可動し、ゲルの構造、応力の不均一を“滑車効果”により、すぐれた強靭性、伸長

性、膨潤性をあわせもつ 1)。また、ポリロタキサン（PR）の水酸基に疎

水性基を導入した PR 誘導体は水中で疎水性基の疎水性相互作用によっ

て LCST 型に相挙動する 一方、高分子の構造を工夫することで、イオン

液体中でも温度に依存した溶解性を示す高分子が研究されている。2)この

イオンゲルはイオン液体の特性からの新たな用途拡大が期待されている。 

【目的】本研究では、PR誘導体/イオン液体系の温度によるマクロな物性

変化を発現させ、イオン液体を膨潤させた環動ゲルにも温度応答性を与えることを目的とし、温

度によりイオン輸送の on-offを制御したスイッチングデバイスへの応用を目指す。 

【実験方法】CD に存在する水酸基を修飾することにより、PR にアセチル基とメチル基を導入し

た。得られたメチル化 PR/ C2[mim][NTf2]系とアセチル化 PR/ C2[mim][NTf2]系の温度応答性は、溶

液の透過率測定により評価を行った。また、メチル化 PR を界面活性剤を添加したドデカン中で

架橋して水膨潤の環動ゲル微粒子を作製し、動的光散乱測定によって、温度依存性を観察した。 

【結果・考察】Fig.2 に作製した修飾率 50％のアセチル化 PR/ C2[mim][NTf2]系とメチル化 PR/ 

C2[mim][NTf2]系の透過率変化を示した。水中でLCST挙動がみられたメチル化PRはC2[mim][NTf2]

中では相分離は起きなかった。また、温度刺激

に対する応答性は低いもののアセチル化

PR/C2[mim][NTf2]系が温度刺激に応答して、低

温では白濁する UCST の挙動がみられた。これ

は環状分子間に働く相互作用が温度によって変

化することで、低温では環状分子が凝集したも

のと考えられる。また、アセチル化率の増加に

ともなって、C2[mim][NTf2]への溶解性は増した。 
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Fig.1 Slide-Ring Gel 
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Fig.2 Transmittance of measurement of ionic 

liquid of the polyrotaxanes methylated 

and acetylated 

第 75 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2014 秋　北海道大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

19p-PA6-20

12-185


